
 第一生命ホールディングス財務企画ユニット⾧の西村です。
 本日は、第一生命グループの2023年3月期第3四半期決算報告の電話会議に
ご参加いただきまして、ありがとうございます。

 私から資料に沿って概要をご説明し、残りの時間を質疑応答とさせていただきます。
 2ページをご覧ください。





 本日のポイントを3点にまとめました。
 まず、連結業績です。利益面は引き続き、国内の新型コロナ感染拡大や海外金
利上昇の影響等により、前年同期から減益となりました。

 第一生命は、新型コロナに関連した入院給付金等の支払いや為替ヘッジ付外債
に対するヘッジコストの増加等の減益要因を、新規再保険費用の減少やキャピタ
ル損益の改善等で概ね相殺しましたが、米国プロテクティブの営業外損益の大幅
な悪化や、第一フロンティア生命における外貨標準責任準備金の積増しの増加
等により、グループ修正利益全体では減益となりました。

 グループ修正利益の進捗率は65％となりましたが、第3四半期(10-12月)は、第
一生命における新型コロナ関連の支払いが相対的に大きいこと等が影響していま
す。グループ全体では、通期利益予想に対して概ね想定内の推移と考えています。

 新契約業績についてです。第一生命・ネオファースト生命の営業業績は、第2四半
期に引き続き、弱含みで推移しました。第一フロンティア生命の販売は好調を維持
し、国内全体の新契約年換算保険料は前年同期から増加しました。海外では、
主に第一生命ベトナムが堅調に推移しました。

 新契約価値は、国内のみ概算を開示しています。主に第一生命において、自社
商品の販売が引き続き低調に推移したこと等から、国内全体の進捗率は51％に
留まりました。

 グループEEVは、国内金利上昇や円安によるプラス効果を、大幅な海外金利上
昇や株式市場の下落によるマイナス効果等が相殺し、前期末からほぼ横ばいとな
りました。資本充足率（ESR）も、前期末からほぼ横ばいとなっています。

 最後に今期実施した買収についてです。ニュージーランドのパートナーズ・ライフ社に
対し、買収手続きを11月末に完了しました。会計上は、本第3四半期末を起点と
して連結子会社化しています。また、ペット保険のアイペットホールディングスについて
は、TOBで99.23％の株式を取得し、現在、完全子会社化に向けた手続きを実
施中です。両社ともに、第4四半期より利益が連結上取り込まれ、来期より通期
貢献する見込みです。

 次のページをご覧ください。



 利益面について説明します。
 第一生命は、新型コロナに関連した入院給付金等やヘッジコストの増加等により
基礎利益が減少しましたが、キャピタル・臨時損益等の改善により概ね相殺しまし
た。キャピタル損益では、主に国内金利上昇に対するポジションから金融派生商
品損益が大幅に改善しました。

 第一フロンティア生命では、新契約が好調に推移したことに伴う外貨標準責任準
備金の積増し負担の増加等が影響しました。外貨標準責任準備金の積み増し
は、新規契約に対する付与利率が標準利率よりも高いことで発生します。急速に
金利が上昇する局面では、付与利率が標準利率を上回る状態が発生し、準備
金の追加繰入れ負担が発生します。これは積立ての前倒しであり、契約期間を
通じた損益に影響はありません。

 米プロテクティブでは、新型コロナに関連した保険金等の発生が期初想定を下回
り、営業損益は大きく改善したものの、営業外損益における金利上昇や株式市
場の下落に伴う評価性損失が大きく影響しました。

 豪TALは、基礎的収益力の改善に加え、前年同期に発生した豪金利のフラット
ニングを主因とする資産・負債の時価変動損失からの解消により、増益となりまし
た。

 最後に連結純利益は、前年同期比では主に第一フロンティア生命において、
MVA関連損益の大幅な反動減により、減益となりました。

 次のページをご覧下さい。



 新契約業績について説明します。
 国内新契約は、海外金利の上昇で外貨建商品の訴求力が高まった第一フロン
ティア生命が引き続き牽引し、前年同期を大幅に上回りました。第一生命とネオ
ファースト生命の新契約は、第2四半期に続き、弱含みで推移しました。

 第一生命では、第一フロンティア生命やネオファースト生命の商品を含めた第一生
命チャネル全体での販売量では前年同期を上回りましたが、自社商品の販売が
引き続き低位に留まりました。その背景には、第一生命チャネルの販売件数におい
て、第一フロンティア生命商品の件数が前年同期から約3倍に増加し、件数全体
の約2割を占めている状況もありますが、一方でこれまでの抜本的な営業改革の
成果の創出に時間を要していることが要因です。

 7月にスタートしたコンサルティング手法および商品体系の一体改革は、継続的な
教育等により、1件あたりの保険料収入に緩やかながら上昇が見られています。ま
た、生涯設計デザイナーの新規採用は、人財のレベルを維持しつつ、四半期サイ
クルでの採用規模に改善の兆しが見られます。

 引き続き、コンサルティング手法の浸透や人財の採用拡大に取り組むとともに、来
期に向けては、営業職員一人ひとりの営業目標についても、個人の目指すべき水
準感をより明確化し、ボトムアップで設定した営業組織単位の目標のフォロー体制
を改めて強化するなど、現場の声も踏まえて、営業行政面での改善を検討してい
ます。

 海外では第一生命ベトナムが銀行チャネルで販売量を大きく伸ばし、海外全体で
は、為替影響除きでも前年同期を上回る水準となりました。

 次のページをご覧下さい。



 経済価値指標についてです。
 国内3社合計の新契約価値は約390億円となり、通期予想に対して約51％の
進捗率となりました。

 前ページの新契約業績の状況の通り、販売量が大きく伸びた第一フロンティア生
命の新契約価値が増加した一方、第一生命とネオファースト生命が低調な結果
となっています。

 特に第一生命の進捗率が約3割に留まっています。期中では計測前提に一部簡
便的な取扱いを行っていることもありますが、自社商品の販売が低位に推移する
中で、営業関連費用の負担が相対的に大きくなっています。

 グループEEVは、国内金利上昇によるプラス効果を海外金利上昇や株式市場の
下落等のマイナスが相殺し、第一生命のEEVが微減となりましたが、海外子会社
のプラスの為替影響等により、全体では前期末からほぼ横ばいとなりました。

 資本充足率（ESR）は、第一生命の劣後債務の減少等から自己資本が減少
しましたが、前期末からほぼ横ばいの約227％となりました。

 次のページをご覧下さい。



 続いて当期の業績予想に対する進捗状況です。
 第2四半期において修正した通期予想からの変更はありません。グループ修正利
益の進捗率は、全体として概ね想定に沿った推移となっています。

 グループ新契約価値は、第一生命における想定を下回る自社商品の販売状況
を主因に、現時点において、通期予想は未達となる可能性が高いと考えています。

 次のページをご覧下さい。



 新型コロナ感染に対する、第一生命における入院給付金等のお支払い状況です。
 昨年9月26日に「みなし入院」に対する入院給付金等の支払い範囲を変更して
以降、一般の新規感染者数に対するお支払い額は、変更前と比較して減少して
います。

 しかしながら、第3四半期は、支払い範囲変更前の7月～9月の感染拡大期に
感染したお客さまへの10月以降の入院給付金のお支払いが、想定を上回る状
況となりました。また、11月～12月に新規感染者が再び大きく増加しています。こ
の結果、年間のお支払額は、第2四半期時点での見通しであった約900億円を
超過しており、現時点では約1,050億円を見込んでいます。

 次のページをご覧下さい。



 最後に第一生命のヘッジ外債運用についてです。
 第一生命では、リスク・リターンの観点からヘッジ外債の削減を継続しています。12
月末時点のヘッジ外債残高は、3兆円を下回る水準となっていますが、海外の短
期金利の上昇が続く中、今後も残高は削減方向で考えています。

 この結果、第一生命における為替ヘッジ付外債に対するヘッジコストは、残高削
減の進展により、第２四半期末時点の約900億円の見通しから変更はありませ
ん。

 私からの説明は以上です。












































































